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開
都
五
百
年
記
念
大
東
京
祭
の
行
事
決
る

今
年
は
大
田
道
灌
が
武
蔵
野
の
一

寒
村
に
過
ぎ
な
か
つ
た
今
の
皇
居

の
地
に
江
戸
城
を
築
い
た
年
、
長

録
元
年
か
ら
数
え
て
ち
よ
う
ど
五

百
年
目
に
当
り
ま
す
。

そ
し
て
今
や
人
口
八
百
二
十
余
万

に
達
し
、
日
本
の
首
都
と
し
て
の

大
東
京
に
ま
で
発
展
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
大
東
京
の
い
し
ず
え
を
築

い
た
太
田
道
灌
の
遺
徳
を
し
の
ん

で
大
東
京
成
長
の
あ
と
を
振
り
か

え
り
、
ま
た
「
都
民
の
日
」
制
定

以
来
五
周
年
、
そ
し
て
今
春
成
立

し
た
首
都
圏
整
備
法
等
と
私
達
に

と
つ
て
は
記
念
す
べ
き
慶
祝
事
の

重
な
る
こ
の
昭
和
三
十
一
年
を
「

大
東
京
祭
」
と
い
う
形
で
盛
り
上

げ
と
も
ど
も
祝
い
合
お
う
と
い
う

の
が
主
旨
で
す
。

そ
こ
で
都
民
の
日
で
あ
る
十
月
一

日
を
中
心
に
全
都
挙
げ
て
十
五
日

間
記
念
の
催
し
が
繰
り
拡
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
行
事
に
は
世
界
各
国
の
首
府

と
主
要
都
市
の
市
長
招
待
の
ほ
か

落
成
予
定
の
新
庁
舎
と
三
越
で
開

か
れ
る
記
念
展
(
一
～
十
五
日
)

(
1
)
第
一
部
　
東
京
の
移
り
変
り

(
古
代
か
ら
徳
川
時
代
ま
で

開
国
か
ら
現
代
ま
で
)

(
2
)
第
二
部
　
首
都
東
京
の
実
体

(
都
庁
の
営
み
、
東
京
の
底
力
、
世
界
と
結
ぶ
東
京
)

(
3
)
第
三
部
　
東
京
の
未
来
図

(
首
都
圏
の
構
想
、
原
子
力

の
平
和
利
用
、
諸
外
国
の

首
都
経
営
の
実
体
)

を
始
め
各
種
の
ま
つ
り
、
展
覧
会

コ
ン
ク
ー
ル
、
パ
レ
ー
ド
、花
電

車
、花
自
動
車
生
活
困
窮
者
へ
の

祝
品
贈
呈
、遊
覧
飛
行
招
待
等
が

あ
り
ま
す
。

東
京
の
歌

作
詞
　
池
田

誠

作
曲
　
服
部
良
一

一
、
花
が
咲
き
夢
が
こ
ぼ
れ
る

東
京
の

並
木
の
路
よ
み
ど
り
の
そ
の
よ

東
京
の

昔
な
つ
か
し
お
濠
の
水
に

う
つ
る
は
富
士
か
議
事
堂
か

白
鳥
の
影
は

な
ご
や
か

二
、
雲
が
湧
き

波
が
さ
さ
や
く

東
京
の

翼
の
風
よ
マ
ス

ト
の
旗
よ

東
京
の

空
は
は
て
な
く

船
路
も
の
び
て

世
界
を
つ
な
ぐ

虹
の
橋

か
ざ
す
手
に
鳩

は
は
ば
た
く

三
、月
が
照
り
星
が
ま
た
た
く

東
京
の

光
の
彩
よ
明
る
い
都
東
京
の

花
の
か
お
り
の
思
い
出
乗
せ
て

東
へ
西
へ
汽
車
は
立
つ

シ
グ
ナ
ル
の
青
は
さ
わ
や
か

【江戸時代の千住大橋廣重画】

東
京
都
の
主
な
行
事
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台風災害にそなえて 区
内
河
川
の
現
状
と

区

の

対

策

例
年
九
月
、十
月
は
台
風
の
襲
う

事
の
多
い
季
節
で
す
、す
で
に
第

十
五
号
の
台
風
が
最
近
関
東
地
方

を
襲
い
ま
し
た
が
大
し
た
被
害
も

な
く
ほ
つ
と
し
ま
し
た
が
、
ま
だ

気
を
ゆ
る
め
る
事

は
出
来
ま
せ
ん
。

ま
し
て
旧
荒
川
、

荒
川
放
水
路
、綾

瀬
川
、中
川
に
囲

ま
れ
た
足
立
区
に

と
つ
て
は
な
お
ざ

り
に
出
来
な
い
大

切
な
問
題
で
す
。

そ
こ
で
こ
こ
に
河

川
の
実
状
、
家
庭

で
の
対
策
等
を
お

知
ら
せ
し
て
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
願

う
と
と
も
に
足
立

区
を
災
害
か
ら
守

り
た
い
と
思
い
ま

す
。

◎
区
内
河
川
は
ど

う
か

こ
れ
を
河
川
別
に
眺
め
て
見
ま
す
と

一
、
旧
荒
川

こ
の
川
は
岩
淵
水
門
で
水
量
の
調

節
を
し
て
い
ま
す
か
ら
洪
水
の
危

険
は
少
く
高
潮
の
危
険
が
大
き
い

の
で
す
が
一
部
を
除
い
て
永
久
護

岸
が
完
成
し
て
い
ま
す

し
か
し
尾
竹
橋
上
流
約
五
百
米
の

無
防
備
な
個
所
と
南
宮
城
町
地
先

約
一
、
三
〇
〇
米
の
木
柵
護
岸
の

部
分
的
な
漏
水
の
お
そ
れ
あ
る
個

所
は
充
分
警
戒
の
必
要
が
あ
り
ま

す
。

二
、
荒
川
放
水
路

こ
の
川
は
上
流
の
熊
ヶ
谷
地
点
の

増
水
に
備
え
れ
ば
特
に
危
険
な
個

所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
、
綾
瀬
川

こ
の
川
の
特
徴
は
下
流
か
ら
の
高

潮
の
危
険
が
多
か
つ
た
の
で
す
が

危
険
と
見
ら
れ
る
区
間
の
工
事
が

完
成
し
た
の
で
一
部
を
除
い
て
危

険
性
が
非
常
に
減
少
し
ま
し
た
。

し
か
し
堤
防
に
沿
つ
て
設
け
ら
れ

た
沢
山
の
水
門
、圦
樋
と
埼
玉
県

越
ヶ
谷
地
点
の
元
荒
川
の
増
水
に

注
意
し
適
切
は
水
防
活
動
を
行
う

こ
と
が
必
要
で
す
。

四
、
中
川

こ
の
川
は
既
往
の
災
害
個
所
も
一

応
復
旧
し
て
い
ま
す
か
ら
特
に
危

険
な
個
所
は
あ
り
ま
せ
ん
が
先
年

決
潰
し
た
佐
野
町
地
先
と
常
磐
線

下
流
地
点
に
つ
い
て
は
充
分
警
戒

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
上
流
の
埼
玉
県
下
の
状
態
が

一
部
軟
弱
個
所
が
あ
る
よ
う
に
云

わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
こ
の
状
況
に

注
意
す
る
事
が
必
要
で
す
。

五
、
排
水
施
設
の
状
況

当
区
の
地
盤
沈
下
は
最
近
著
し
く

一
年
に
平
均
四
十
五
粍
に
も
達
し

て
い
る
の
で
堤
北
地
区
の
自
然
排

水
は
年
々
困
難
に
な
り
排
水
機
に

頼
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
態
で

す
。

戦
後
こ
の
排
水
場
の
整
備
に
力
を

入
れ
現
在
運
転
中
の
も
の
一
七
個

所
に
達
し
一
秒
間
約
三
三
立
方
米
(

約
一
八
三
石
)
を
排
水
し
て
い

ま
す
が
未
だ
浸
水
地
区
の
完
全
排

水
を
で
き
る
ま
で
に
な
つ
て
い
ま

せ
ん
。

◇
む
す
び

以
上
が
主
要
河
川
と
排
水
場
の
状

況
で
す
が
台
風
期
の
河
川
状
態
は

決
し
て
安
全
と
は
い
え
ず
災
害
を

最
少
限
に
喰
い
止
め
る
に
は
一
に

水
防
活
動
に
期
待
す
る
ほ
か
あ
り

ま
せ
ん
。

◎
災
害
救
助
隊
足
立
区
支
隊

災
害
の
発
生
に
備
え
て
災
害
救
助

隊
足
立
区
支
隊
を
結
成
さ
れ
て
い

て
(
隊
長
に
都
知
事
)
支
隊
長
(

区
長
)
の
下
に
十
一
の
部
を
設
け

災
害
発
生
の
と
き
は
情
報
の
蒐

集
、救
護
食
糧
物
資
の
調
達
、配

給
、避
難
民
の
収
容
保
護
、復
旧

工
事
、
防
疫
、
被
災
地
の
清
掃
等

多
方
面
に
わ
た
る
活
動
を
開
始
し

併
せ
て
民
間
の
団
体
、
個
人
の
協

力
に
よ
る
各
種
の
協
力
班
に
よ
り

万
全
を
期
す
こ
と
に
な
つ
て
い
ま

す
。

区
議
会
の
動
き

地
方
自
治
法
と
教
育
委
員
会
法
の

改
正
に
伴
つ
て
、
第
五
回
足
立
区

議
会
定
例
会
が
去
る
九
月
二
十
二

日
か
ら
開
会
さ
れ
て
お
り
ま
す
が

現
在
ま
で
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
足
立
区
議
会
委
員
会
条
例

今
迄
の
八
委
員
会
が
六
つ
に
減

少
し
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た

総
務
委
員
会
、
財
政
委
員
会

厚
生
委
員
会
、
文
教
委
員
会

経
済
委
員
会
、
建
設
委
員
会

○
新
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

の
同
意

従
来
選
挙
の
方
法
で
選
ん
で
い

た
教
育
委
員
は
新
し
い
制
度
で

は
区
長
が
区
議
会
の
同
意
を
得

て
任
命
す
る
事
に
な
り
ま
し
た

が
こ
れ
に
よ
つ
て
次
の
五
人
の

委
員
が
決
り
ま
し
た
。

岡
本
祐
海
氏
、
内
田
英
雄
氏
、

小
松
冨
二
郎
氏
、
近
藤
吾
一
氏

佐
々
木
芳
太
郎
氏

○
足
立
区
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
の
同
意

監
査
委
員
の
鈴
木
七
郎
氏
が
辞

任
し
新
た
に
宮
田
喜
平
氏
が
区

議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

以
上
の
ほ
か
原
案
通
り
可
決
さ
れ

た
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す

○
足
立
区
議
会
定
例
会
の
回
数
に

関
す
る
条
例

○
足
立
区
産
業
振
興
館
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
東
京
都
足
立
区
の
競
争
入
札
以

外
の
方
法
に
よ
る
契
約
に
関
す

る
条
例

○
東
京
都
足
立
区
職
員
条
例

足
立
区
大
東
京
祭
行
事
一
覧
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区政 の話

出
張
所
の
話

◇
出
張
所
が
出
来
る
ま
で

今
私
達
が
利
用
し
て
い
る
区
内
の

出
張
所
は
、
戦
前
は
な
く
、
事
務

は
全
部
区
役
所
で
取
り
扱
つ
て
い

ま
し
た
。

そ
れ
が
太
平
洋
戦
争
が
始
つ
て
か

ら
は
政
府
が
強
力
な
戦
争
目
的
の

遂
行
と
戦
時
統
制
経
済
の
徹
底
的

強
化
を
図
る
手
段
と
し
て
、
当
時

の
自
治
組
織
で
あ
つ
た
町
会
、
部

落
会
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
、

区
の
出
先
機
関
化
し
こ
れ
が
今
の

出
張
所
の
母
体
と
な
つ
た
の
で

す
。

と
こ
ろ
が
終
戦
後
は
占
領
軍
の
方

針
が
町
会
、
部
落
会
の
全
面
的
禁

止
の
方
向
に
向
い
、
そ
れ
ま
で
あ

つ
た
町
会
は
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
、

町
会
事
務
所
で
と
り
扱
つ
て
い
た

区
の
行
政
事
務
は
昭
和
二
十
二
年

四
月
か
ら
全
部
区
に
移
管
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
ま
で
の
町
会
事
務
所

で
行
つ
て
い
た
事
務
は
住
民
の
日

常
生
活
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
事

務
で
事
務
量
も
相
当
な
も
の
で
区

役
所
で
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り

ま
た
住
民
の
不
便
も
大
き
い
の
で

従
来
の
町
会
の
解
散
と
と
も
に
新

に
区
の
窓
口
で
あ
る
連
絡
事
務
所

が
発
足
、
そ
こ
で
町
会
で
扱
つ
て

い
た
事
務
を
処
理
さ
せ
る
こ
と
と

な
り
、
間
も
な
く
出
張
所
と
い
う

名
称
に
改
め
ら
れ
今
日
に
至
つ
て

い
ま
す
。

○
現
況
と
取
扱
事
務

現
在
足
立
区
に
あ
る
出
張
所
は
全

部
で
十
九
、
職
員
数
は
九
十
九
人

で
区
全
職
員
数
の
一
割
八
分
強
に

達
し
て
い
ま
す
。

取
扱
事
務
も
次
第
に
充
実
し
現
在

は
次
の
も
の
を
取
り
扱
つ
て
い
ま

す
。

一
、
転
出
入
に
関
す
る
こ
と

二
、
住
民
登
録
事
務
に
関
す
る
こ
と

三
、
諸
証
明
に
関
す
る
こ
と
(
居

住
証
明
、
扶
養
証
明
印
鑑
証

明
等
)

四
、
配
給
に
関
す
る
こ
と

五
、
区
民
に
対
す
る
周
知
に
関
す

る
こ
と

六
、
各
種
統
計
報
告
に
関
す
る
こ
と

七
、
各
種
の
受
付
(
区
長
の
指
定

す
る
も
の
)
経
由
、
並
び
に

用
紙
交
付
に
関
す
る
こ
と

八
、
そ
の
他

と
な
つ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
務
の
う
ち
住
民
登
録
法
と

い
う
法
律
に
基
い
て
行
な
わ
れ
る

住
民
登
録
事
務
は
出
張
所
の
う
ち

で
も
最
も
重
要
な
事
務
の
一
つ
で

住
民
と
の
つ
な
が
り
が
非
常
に
緊

密
と
な
つ
て
い
ま
す
。

区
税
の
徴
収
事
務
は
わ
ざ
わ
ざ
遠

く
区
役
所
に
行
か
な
い
で
も
近
く

の
出
張
所
で
気
軽
に
納
入
が
で
き

る
と
い
う
点
で
滞
納
防
止
に
役
立

つ
て
お
り
区
行
政
で
の
区
民
へ
の

周
知
事
務
は
区
と
区
民
と
の
距
り

を
一
層
狭
め
る
こ
と
に
役
立
つ
て

い
ま
す
。

な
お
各
出
張
所
の
電
話
番
号
は
次

の
通
り
で
す
。

第
四次
自
衛
官
募
集

八
月
三
十
一
日
で
締
切
ら
れ
た
第

三
次
募
集
に
引
き
続
い
て
第
四
次

募
集
が
次
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

募
集
人
員

陸
上
自
衛
官
約
七
、
〇
〇
〇
名

海
上
自
衛
官
　
　
約
八
〇
〇
名

航
空
自
衛
官
　
　
約
三
〇
〇
名

受
付
期
間

九
月
一
日
～

十
二
月
十
五
日

応
募
資
格

昭
和
七
年
三
月
二
日
か
ら

昭
和
十
四
年
三
月
一
日
の
間

に
生
れ
た
者

志
願
書
交
付
及
び
受
付
場
所
は
、

足
立
区
役
所
総
務
課
、
詳
細
は
(
8
8
)

四
四
〇
番
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

今
年
度
の
応
募
状
況

赤い羽根募金に

ご協力下さい

十月は共同募金の月です

不幸な人に温い心で!

みんなで協力しましよう

道路占用料の改正
――八月三日から実施――

七
月
二
十
八
日

に
開
か
れ
た
第

四
回
足
立
区
議

会
臨
時
会
で
東

京
都
足
立
区
特

別
区
道
路
占
用

料
徴
収
条
例
が

改
正
さ
れ
八
月

三
日
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
ま

す
。

そ
の
お
も
な
も

の
は
下
の
表
の

と
お
り
で
す
。

た
だ
し
現
在
占

用
し
て
い
る
道

路
の
占
用
料
に

つ
い
て
は
占
用

期
間
満
了
ま
で

は
従
来
の
料
金

で
す
。
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新
し
い

制
度
の
知
識

地
方
自
治
関
係
法
の

改
正
の
あ
ら
ま
し

さ
き
の
第
二
十
四
国
会
で
地
方
自

治
法
と
地
方
教
育
制
度
が
い
ろ
い

ろ
変
り
ま
し
た
。

即
ち
地
方
自
治
法
は
九
月
一
日
か

ら
教
育
制
度
は
十
月
一
日
か
ら
新

し
い
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
す
が
都

民
と
し
て
区
民
と
し
て
知
つ
て
お

い
て
い
た
だ
き
た
い
点
を
簡
単
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
方
自
治
法
の
改
正
に
つ
い
て

○
地
方
公
共
団
体
の
権
能
を
明
確

に
し
た

都
道
府
県
と
市
町
村
の
性
格
を
明

確
に
し
、
市
町
村
は
基
礎
的
団
体

で
一
般
的
な
事
務
を
処
理
す
る
ほ

か
大
き
さ
、
能
力
に
応
じ
て
都
道

府
県
の
権
能
に
属
す
る
事
務
を
処

理
出
来
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

○
議

会

1
　
定
例
会
は
年
四
回
以
内
に

2
　
常
任
委
員
会
の
数
を
条
例

で
十
二
か
ら
四
以
内
に

3
　
議
員
の
請
負
禁
止

今
ま
で
は
議
会
の
定
例
会
は
一
年

に
四
回
開
く
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
実
際
の
必
要
と
過
去
の
実

績
等
を
考
え
合
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
に
適
す
る
よ
う
に
毎
年
四

回
以
内
に
定
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

又
常
任
委
員
会
は
人
口
数
に
応
じ

て
十
二
か
ら
四
以
内
に
設
け
る
こ

と
が
出
来
る
事
に
な
り
ま
し
た
が

足
立
区
は
従
来
の
八
か
ら
、
六
以

内
に
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
又
議

員
は
一
つ
の
常
任
委
員
と
な
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
議
員
が
そ
の
地
方
公
共
団

体
又
は
機
関
に
対
し
て
請
負
を
し

た
り
請
負
を
す
る
法
人
の
役
員
に

に
な
る
事
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

○
執
行
機
関

1
　
都
道
府
県
の
機
構
簡
素
化

2
　
長
に
総
合
調
整
権
を
与
え

た

3
　
委
員
会
の
委
員
の
請
負
関

係
禁
止

4
　
監
査
委
員
の
任
期
延
長

都
道
府
県
の
機
構
と
簡
素
化
す
る

た
め
に
現
在
法
律
で
局
部
の
数
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
そ
れ
以
上

の
局
部
を
設
け
よ
う
と
す
る
と
き

は
予
め
内
閣
総
理
大
臣
と
協
議
す

る
こ
と
に
な
り
都
で
は
都
民
室
、

外
務
室
、
清
掃
本
部
が
こ
れ
に
あ

た
り
ま
す
。

地
方
行
政
が
円
滑
に
行
な
わ
れ
る

よ
う
、
又
財
政
ぼ
う
張
を
防
ぐ
た

め
長
(
区
の
場
合
は
区
長
)
に
総

合
調
整
権
を
与
え
、
委
員
に
は
議

員
と
同
様
の
請
負
禁
止
規
定
を
設

け
た
ほ
か
監
査
委
員
の
任
期
を
議

員
に
任
期
中
、
学
織
経
験
者
は
三

年
と
し
同
時
に
権
能
を
拡
大
し
ま

し
た
。

○
給
与
そ
の
他
の
給
付
を
明
示
し

た
非
常
勤
職
員
に
対
す
る
報
酬
は
原

則
と
し
て
勤
務
日
数
に
応
じ
て
支

給
し

常
勤
職
員
に
は
支
給
す
る
手
当
の

種
類
は
法
律
で
定
め
、
そ
れ
以
外

は
支
給
出
来
な
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

以
上
の
ほ
か
財
務
と
か
国
と
地
方

公
共
団
体
、地
方
公
共
団
体
間
の

関
係
に
つ
い
て
規
定
が
あ
り
ま
す

が
こ
こ
で
は
省
略
し
ま
す
。

地
方
教
育
行
政
の
改
正
に
つ
い

て
こ
の
法
律
は
従
来
の
教
育
委
員
会

法
と
い
う
名
称
を
と
ら
な
い
で
、

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
と
運
営

に
関
す
る
法
律
」
と
さ
れ

一
、地
方
公
共
団
体
の
教
育
行
政

と
一
般
行
政
の
調
和
を
図
り
な

が
ら
教
育
行
政
の
安
定
を
確
保

す
る
こ
と

二
、国
、都
道
府
県
、市
町
村
は

一
体
と
し
て
の
教
育
行
政
制
度

を
樹
立
す
る
こ
と

の
二
つ
の
点
を
主
柱
と
し
て
立
案

さ
れ
ま
し
た

○
公
選
制
が
廃
止
さ
れ
た

区
の
教
育
委
員
会
は
区
長
が
区
議

会
の
同
意
を
得
て
長
の
被
選
挙
権

を
有
す
る
も
の
か
ら
五
人
の
委
員

を
任
命
し
、
そ
の
委
員
の
互
選
に

よ
つ
て
委
員
長
を
選
任
す
る
こ
と

に
な
り
私
達
が
選
挙
し
て
委
員
を

選
ぶ
方
法
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

又
区
長
は
教
育
財
産
の
取
得
処
分

委
員
会
の
所
掌
に
係
る
事
項
の
契

約
を
結
ぶ
こ
と
、
収
入
支
出
の
命

令
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

○
教
育
行
政
の
中
立

教
育
行
政
の
中
正
、
円
滑
な
運
営

を
行
つ
た
め
在
任
中
は
議
員
、

長
、
委
員
会
の
委
員
、
常
勤
の
職

員
と
兼
ね
る
事
を
禁
止
し
又
委
員

の
過
半
数
が
同
一
政
党
に
属
す
る

も
の
で
構
成
さ
れ
な
い
よ
う
に
規

定
し
て
い
る
ほ
か
政
治
活
動
を
制

限
し
て
い
ま
す

○
文
部
大
臣
、
都
道
府
県
教
育
委

員
会
の
指
導
的
地
位
を
強
化

文
部
大
臣
及
び
都
道
府
県
の
教
育

委
員
会
に
指
導
的
地
位
を
与
え
積

極
的
な
指
導
助
言
援
助
を
行
う
事

を
強
調
し
教
育
長
の
任
命
に
つ
い

て
許
可
を
与
え
る
権
限
を
与
え
て

い
ま
す
。

ま
た
学
校
教
育
だ
け
で
な
く
社
会

教
育
の
面
で
も
指
導
、
助
言
、
援

助
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

基
本
選
挙
人
名
簿
の
調
製

=
9
月
1
5日
現
在
で
=

□
足
立
区
選
挙
管
理
委
員
会
で
は

今
年
の
十
二
月
二
十
日
か
ら
来
年

十
二
月
十
九
日
ま
で
に
行
な
わ
れ

る
選
挙
に
使
用
す
る
基
本
選
挙
人

名
簿
を
来
る
九
月
十
五
日
現
在
で

資
格
者
を
調
べ
て
作
成
し
ま
す
。

□
現
住
所
で
住
民
登
緑
を
し
て
い

な
い
人
、
主
食
の
配
給
を
受
け
て

い
な
い
人
は
た
と
え
選
挙
権
が
あ

つ
て
も
名
簿
に
載
ら
な
い
恐
れ
が

あ
り
ま
す
か
ら
所
管
出
張
所
に
お

申
し
出
で
願
い
ま
す
。
(
本
人
が

入
院
、
旅
行
、
商
用
、
乗
船
等
の

た
め
不
在
の
と
き
は
家
族
の
方
が

申
し
出
で
下
さ
い
)

◎
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
資
格
者

1
日
本
の
国
籍
が
あ
る
人

2
昭
和
十
一
年
十
二
月
二
十
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

3
九
月
十
五
日
現
在
足
立
区
に

居
住
し
本
年
六
月
十
六
日
以

前
か
ら
引
続
き
都
下
二
十
三

区
内
に
住
所
が
あ
る
人

◎
名
簿
の
縦
覧

調
製
さ
れ
た
名
簿
は
十
一
月
五

日
か
ら
十
五
日
間
区
役
所
、
出

張
所
で
縦
覧
す
る
こ
と
に
な
つ

て
い
ま
す
か
ら
必
ら
ず
御
覧
に

な
つ
て
記
載
も
れ
、
誤
り
を
発

見
し
た
と
き
は
直
ぐ
異
議
申
し

立
て
を
し
て
下
さ
い
。

足 立 区 の 人 口 状 況 昭和31年9月1日現在

註　 人口は配給台帖に よつた数である


